
 

海辺の自然再生 高校生サミットに参加しました 

 

令和 2年 11月 15日(日)、「海辺の自然再生 高校生サミット 2020」がオンライン開催されました。本校から

水産資源研究会カワハギグループの 2年生メンバーが参加し、カワハギの種苗生産中にかみ合い防止策として設

置した流れ藻をカワハギが隠れ家として利用していたこと、この結果から藻場の重要性を改めて感じたこと、そ

して現在、相模湾で深刻化している磯焼けの改善に向けた本校の取り組みについて発表しました。 

サミットには、全国の 12 校の高校が参加。長年の研究の積み重ねを発表した学校、震災による津波や豪雨災

害によるアマモの被害やその再生について報告した学校、全校規模で海辺の自然保護活動に取り組んでいる学校

など様々な活動を知ることができました。オンラインであったため、他校との交流はできなかったのですが、発

表を通じて、今後の学びや研究へ向けた良い刺激を受けたのではないでしょうか。 

 

 

今年はコロナ禍のため、オンライン開催となった高校生サミット 

本校の発表スタート！この日のために発表資料作り、練習と放課後頑張った甲斐があり、 

トラブルもなく、無事発表終了。みんな安堵と達成感に満ちた表情になりました。 

コメンテーターの木村さん(鉄腕ダッシュ‐ダッシュ海岸‐にも出演) 

から、「面白い取り組みをしているね」とコメントをいただきました。 

他校の発表は大変興味深く、真剣に聞いていました。 


